
屋上緑化の先導的モデル 

緑空間の創出によるやすらぎ効果 ヒートアイランドの抑制 都市環境の改善 

効 果 

自然環境に配慮した新技術・    

新工法の活用        

・自然エネルギーの活用 

（太陽光発電、雨水・井水利用等）  

・自然工法の活用          

（保水性土壌・透水性舗装等）    

・リサイクル資材の活用  
人と自然の関わりが感じられる場 

府民参画・職員参画 

緑の府庁づくりコンテストの実施・手入れ作業グループの結成等 

☆観察会イベントなどのふれあいの場

環境意識の醸成 

緑の府庁づくりの事業展開イメージ 

京都らしさ・四季の自然

開放 緑の府庁づくり 

緑の府庁づくり事業の概要 

１ 趣  旨 
ヒートアイランド対策、省エネ、都市における自然空間の創出などの多様な効果を持つとされる屋上

緑化の普及を図るため、府庁庁舎や敷地内において、先行的なモデルとなる緑化事業に取り組む。 
 
２ 事業内容 
（１）『緑の府庁づくりコンテスト』の実施（16 年７月～９月） 
   ・幅広い府民の参画により府庁敷地内の施設屋上や壁面、地上面の緑化を行うため、「京都らしさ」、

「環境への配慮」、「整備後の手入れ」などを盛り込んだ自由なアイデアの提案を募集。 
   ・２４件の応募があり、選考会により優秀賞３件、佳作３件を選考。 
（２）基本設計等の策定 
   ・コンテストで提案されたアイデアを盛り込んだ基本計画及び基本設計を実施。  
（３）緑の府庁づくりの実施検討箇所 
    ①２号館屋上（東側 約７００㎡）②２号館壁面 ③１号館と２号館との渡り廊下 
    ④２号館前中庭 
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